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女性の自助組織がジェンダー意識変容に及ぼす影響

ーネノミール、パタン市における質的調査一

佐藤希

第1章序章

1-1 研究背景

国際開発の分野において、「女性」と「貧困」をめぐる問題は、「貧困には女性の顔があるj と言われ

るほど、重大なテーマのひとつである。1960年代に貧困の軽減という文脈の中で女性への関心が高まり、

途上国の女性たちへ技術移転を行うことによって所得創出を出現し、ひいては女性の社会的地位の向上

を目指したのが「開発と女性J(Women in Development :W 1 D)である。 1980年代には、対象社会に

おけるジェンダーや、男女の社会的役割や相互関係を理解し、社会的に不利な立場にいる住民男女双方

が社会的発言権を獲得してカをつけることを通じ、制度や政策を変革していくような開発を進める「ジ

ェンダーと開発J(Gender and Development :GAD)が登場した。このような領域において、人間の

基本的なニーズの充足、能力の獲得から、社会関係における女性の政治的、経済的、社会的意思決定へ

の主体的参加、つまりエンパワーメントへ、という大きな流れが出はじめた(田中 2002、菊池 2000)。

また、 1990年代には、教育分野でもジェンダ一平等の実現が重視され、女子・女性教育は緊急に取り組

まなければならない課題となり、国連開発計画 (UNDP)によるジェンダー主流化アプローチへの認識

も高まった(菅野2002)02012年の「世界開発報告書J(World Deve!opment Report)においても、ジ

ェンダー平等に焦点が当てられている。世界開発報告書2012は、世界中の女性の状況は劇的に変化をし

ているが、多くの地域において格差は残ったままであると指摘している。

本研究の対象国であるネパールもその一例であり、女性の社会経済的地位は南アジア諸国に比べて、

低いままである。こうした現状は女性の識字率l、ジェンダー不平等指数2に明確に反映されている。ジェ

ンダー格差がある理由として、総計102にも及ぶ少数民族やカーストが混在する多層で複雑な社会を構

成していることや、家父長制度などの特有の社会構造や地理的条件、ヒンドワー教的な女性観など様々

な問題が複雑に絡み合っていることが挙げられる。女性は社会、歴史、文化的背景によって、資産保有、

教育、健康維持などあらゆる面で制約を受けており、社会的にはもとより世帯内で従属的立場に追いや

られている(プラティヴァ 1996)01990年制定のネパール憲法では民族の平等が保障されるとともに、

性による保障もされている3が、 一方でマヌ法典4の女性軽視の思想、が、社会的規範として人々の生活全般

1識字率:女性47匹、男性72%(世界銀行2010)
2ジzンダー不平等指数:115位/138ヵ国中 (UNDP2010)
3第4条l、第3条 11
4紀元前後に成立したインドの法典。ヒンドゥー教徒の生活を規定。
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に深く浸透している(青木2005)。蓮見(1997)やプラティヴァ (1996)によると、その「教えは単な

る宗教というより、生活の規範を示す社会制度として人々の生活を支配しているJために女性の従属的

状況と差別的状況は根強いものがあるという。世帯内で従属的な立場にいることにより、女性は外での

活動や教育を受ける機会が男性より少なくなる。また家事にしばられるため、コミュニティの取り組み

に対して発言する機会も、参加する時間的余裕もない。世帯内、問時に社会内において長く従属的な立

場を強いられてきたことと相まって女性の社会進出に対する因習的制約により、男性の多くいる職場、

或いは政治の分野への参加も事実上厳しく制限されている。加えて多くの女性が「性別役割分業J5を簡

単に放棄できない状況に置かれている。

ネパール政府は 1951年の王政復古・開国以降、国家計画によって市場経済と計画経済を織り交ぜた開

発政策・近代国家づくりを進めてきた。国の教育計画も国家計画と連動して行われている。ネノfール政

府がWIDを開発政策の中に明示するようになったのは第6次計画からである(伊藤 1999)。第8次計

画 (1992--1997年)から第 10次計画 (2002--2007年)にいたるまでは「貧困の緩和jが最重要政策

目標として掲げられ、教育開発を「貧困の削減Jの最も効果的な手段とみなし、第10次計画では、男女

の教育格差の是正や女子教育の促進させるために、『女性のエンパワーメントJおよび『ジェンダー主流

化」を目指す開発政策が不可欠であることが強調されている(国際協力事業団2003)。

1-2 問題の所在

多くの研究が、途上国の開発には女性のエンパワーメントを通じたジェンダ一平等の達成が不可欠で、

また組織化がそのエンパワーメントに効果的であること指摘している。村松 (2002)はジェンダーの平

等と持続可能な経済開発との聞には密接な関係があり、女性のエンパワーメントを通したジェンダ一平

等の達成は様々な方法で持続的で公正な経済成長を促進すると指摘している。

Moser(2005)は「エンパワーメントj、「平等j、「公正jを達成するためには、女性の組織化が必要であ

ると指摘している。そしてPerson(1998)は、地域で活動する女性が組織を形成し、グループ活動を行

なうことは女性のエンパワーメントにとって必要な条件であり、所得創出プログラムは、単に貨幣を手

にする機会を女性に提供するのみでなく、多様な内容のエンパワーメントをもたらす可能性を内包して

いると指摘している。またS位。mq凶st(2003)は、女性のジェンダ一意識の変化のために女性の組織化、

成人教育が必要であると指摘している。

以上より、女性のジェンダ一意識の変化を起こすためには、女性が組織化をし、所得創出プログラム

及び成人教育が必要になると言うことができる。

なおエンパワーメントについての詳しい説明は 2章で説明する。またジェンダー意識の変化とは意識

の面におけるジェンダーステレオタイプからの解放を意味する。

本研究対象国であるネパール政府はネパールの女性の社会経済的地位が南アジア諸国に比べて、低い

ままである現状を受け、 1980年以降、貧困緩和事業として女性を対象とする政策を進めている。 1990年

以降は貧困女性の融資アクセス、研修、技術援助といった分野での活動を続けるとともに新たな重点分

野として開発過程における自助集団の車脳哉化と強化、ならびにNGOの活動の拡大とそのサービス内容

の質の向上を挙げている。しかし、伊藤(1999)は近年、数多くのNGOが女性達の支援を行っている

5性別役割分業とは「男は仕事、女は家庭を守る人」とし、う考え方に代表される概念。この中で、女性は「再生産」
労働・「生産J労働・「コミュ二ティ活動Jの三重の役割を担っているといわれている。

2 



女性の自助組織がジェンダー意識変容に及ぼす影響

ーネパール、パタン市における質的調査一

が、ネパールにおいては女性のための活動をするNGOを支える女性達はある程度の学歴があり、相対

的に裕福な階層であることが多いため、貧困にある女性のニーズに合わないことが多いと指摘する。ネ

ノfーノレにおいて民族がカーストに組み込まれているため、階層が異なると所属する民族や、カーストは

異なる。したがって、女性のエンパワーメントのために女性組織が形成されても、その地域の女性のニ

ーズに合わない支援が行われるため、女性車断裁が継続しないという現状がある。ネパールにおいては、

自発的に形成された組織のほうが効果的であると言える。

1-3 研究の目的

本研究ではネパールの社会構造の中で女性の立場が、女性の組織化、成人教育を通してどのように変

化しているのかを明らかにするために、自発的に形成された女性組織に焦点を当てる。そして女性が組

織を形成することによって、女性のジェンダー意識の覚醒、ひいては世帯内でのジェンダ一意識の変容

がどのような過程で行われているのかを明らかにする。

そのために以下の3点をリサーチクェスチョンとして立てた。

1. ジェンダ一意識の変化が起こるために女性が組織化し、学習機会を得ることが、なぜ重要なの

か。

2. 世帯内でジェンダー意識の変化を起こすために女十生組織に必要な条件とは何か。

3. 女性のジェンダ一意識の変化は女性が組織を形成することによって、どのように起こるのか。

1-4研究意‘

これまでの研究は、 NGOが支援している女性組織で行われているプログラムの効果について評価し

ているものが多く、自発的にできた女性組織に対しての定性的な調査を行っているものは少ない。また、

ネパールでは所得創出プログラム、成人教育の双方に焦点を当てた研究はほとんどない。今回の研究で

は特定の地域に密着し、女性車副議の内部に注目した定性的な調査のため、より詳細な考察を進めること

ができる。

第2章先行研究

2-1 ヱンパワーメントにおける概念

「エンパワーメント」ということばは多様な意味で用いられ、概念をめく'つては、論争がいまだにあ

る。 1970年代、パウロ・プレイレによってエンパワーメントの概念形成の基礎はつくられた。フレイレ

(1979)はエンパワーメントという言葉は使わず、「意識化」という言葉を用いた。「意識化j とは抑圧

者・被抑圧者という権力関係の中において被抑圧者自らがその中にある矛盾や問題を認識し、奪われた

状態にある権力権限を獲得する過程を意味する。

ラテンアメリカやアジアで開発教育に従事していた、ジョン・フリードマンは開発におけるエンパワ

ーメントについて論じている。フリードマン (1995)は基本的な単位として世帯に着目し、エンパワー

メントには 3つの形態があると述べている。 1つ目が社会的パワーであり、物的、知的双方の資源のア

クセス増加が起こることを意味する。 2つ目として政治的パワーが挙げられる。これは、個々人が自ら

の将来に影響力を及ぼすような意思決定権をもつことである。そして 3つ目に心理的パワーであり、個
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人が自分の潜在能力を感じることである。この心理的ノξワーが噌すと世帯の社会的ノξワーや政治的パワ

ーの強化に相乗的なプラス効果が生じるとされている。そして、 エンパワーメン トに関してフリードマ

ン (1995)は次のような説明も行っている。生計を立てるための生活の場である世帯が社会的パワーの

資源を相E的、螺旋状的に築いていく中で、社会的パワーが獲得され、そのプロセスを通して政治的パ

ワーが生まれてくる。そしてこの螺旋状に進むプロセスのあらゆる局面において、個人レベルでの心理

的エンパワーメントが生じる。図2-1はフリード、マンが提唱するエンパワーメントの形態である。

図.2-1 エンパワーメントの形態

Y:心理的エンパワーメント

S:社会的エンパワーメント

P:政治的エンパワーメ ント

出所)フリードマン，1995，p176より抜粋

フリードマンはエンパワーメントについて明確な定義は行っていない。フリードマンは貧困を「社会的

パワーの特定の資源が相対的に剥奪されていることJ(フリードマン 1995 p120)と定義しており、エ

ンパワーメントとは 「相対的に剥奪されている社会的パワーの資源を獲得していくプロセスjであると

言うことができる。

Nelson， Wright(1995)とKabeer(994)によると、途上国の開発ではエンパワーメントはQ)powerover 

②powerω ③power with@power witlunの4つの種類があると指摘してし、る。これらは相互に関連し

ており、決して相Eに排他的ではない。まず、 rpower over Jとは特定の人、資源、物を支配する力のこ

とを指し、意思決定力を意味する。これは主体が 1つでは意味を持たない関係性のある概念である。次

に rpowerωJとは新しい可能性や行動を生み出すカを指し、解決カを意味する。これは多くの場合、

個人を想定して用いられる概念である。そして rpower withJとは一体感や連帯感をもとにした力であ

り、この概念は基本的にある 1人の個人ではなく、集団を主体として用いられる。これは団結力を意味

する。最後に rpower witlunJは内面の心理的なカであり、これは、個人を主体としてまずは考えられ

るが、他者との関係性によって明確になることもあるので集団や社会の側面を無視することはできない。

そして、これは自己自信を意味する。

一方でBatliwala(994)は、エンパワーメントは貧困削減や福祉、経済効率とし、うものに置き換えられ

ることにより rpower over Jの力の獲得のみに目を向け、社会関係や社会構造の「変革Jとし、う部分を

落としてしまう可能性を指摘し、エンパワーメントとパワーを的確にとらえる必要があると指摘する。

エンパワーメン トは単に資源や人を動かす能力というような個人単位でのカの向上のみを意味するの

ではなく、カをどのような目的を持って、どのような方法で、そして誰に対して使用するかという点が

重要となってくる。エンパワーメントが過程であると同時に、ある種の結果が求められるのである。

2-2 エンパワーメントとジヱンダー

地球規模で取り組まなければならない開発課題としてWIDが登場したのは、 1960年代のことである。
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WIDが登場した背景としては、 1964年に、国連で「女性の地位委員会」が設けられたことが挙げられ

る。さらに国連は 1975年を国際婦人年とし、「平等、開発、平和Jをテーマとして、メキシコで第一回

世界女性会議を開催した。この会議を契機として「国連女性の 10年J(1976~1985 年)が始まった。

この間に途上国において女性関連の政策が積極的に進められるようになった。そして、 WIDに関する

国際協力は国連、 NGOなどにより飛躍的に拡大するようになった。 1985年のナイロビ第3回世界女性

会議で、初めて南北聞の女性の格差が大きな問題として提起され、ジェンダーの歴史で大きな転換に入

ったのもこの時期である(田中2002)0 i女性に能力、教育、収入がないのが問題、つまり女性が問題で、

女性の問題は女性が解決すればよい」というのが基本的には従来のWIDアプローチだ、った。しかし、

女性の状況を改善するためには「男女の社会的な関係(ジェンダー)Jや「女性に差別的な制度や社会シ

ステム」に目を向けることが重要であるというGADアプローチが1980年代に登場した(モーザ2004)。

このようなジェンダーの取り組みの展開においては、人間の基本的なニーズの充足、能力の獲得から、

社会関係における女性の政治的、経済的、社会的意思決定への主体的参加、つまりエンパワーメントへ、

という大きな流れが存在している。また、 WID、GADの研究・実践領域において「女性のエンパワ

ーメント」とし、う用語が普及したのは、第 3回世界女性会議以降のことであり、国連文書で、エンパワー

メントという言葉がでてくるのは、1994年のカイロ会議で、合意された行動計画の中であった(村松1995)。

「開発」に対する考え方の変遷とともに、WID、GADについても様々なアプローチがとられてきた。

モーザ (1996)はこれらを5つに類型化し、①福祉アプローチ ②公正アプローチ ③貧困アプローチ

④効率アプローチ⑤エンパワーメント・アプローチ としている。 CD~④まではWIDアプローチで

ある。 GADにおけるエンパワーメントの概念は「エンパワーメント・アプローチ」が契機である。

エンパワーメント・アプローチは途上国の女性のネットワークであるDA W N (Development 

Alternativl四 withWomen for New Era)1こよって提唱された エンパワーメント・アプローチは、開発

を外部から押し付けられるのではなく、自らが必要とする開発を進めていくというアプローチである。

またDAWNはフェミニズムの目標である女性の解放を達成するためには、組織を通して女性のエンパ

ワーメントを促すことだと考え、女十生車邸裁を 6つのタイプに分類した(モーザ 1996)。分類は次節で説

明する。

Stromq凶st(1995)は、エンパワーメントには多数の定義があるが、女性のエンパワーメントの特性と

して以下の 4点をあげている。彼女は、これらの特性は単体では効果はなく、 4点が相互に作用しあう

と指摘する。 4点とは、批判的に自身の状況をみる認識力、女性が自尊心を感じるという心理力、力の

不平等に気づき、団結する能力である政治的な力、最後に独立した所得を生み出せる能力である経済力

である。

モーザ (1996)は、ジェンダーにおけるエンパワーメントを「力をつけることjを意味し、女性たち

が技術を身につけたり、収入を得ることにより、抑圧をはねのけ、新しいジェンダ一関係を作り上げる

こと、あるいは女性が連帯し、協力することで力をつけると定義している。また、斉藤 (1994)はエン

パワーメントとは女性が男性に対して従属的立場にあるという poweroverから脱却することを目指し、

powerwithによって他の女性達と連帯しながら、人間らしくありたいと願う女性の根本的なアイデンテ

イティーを実現する (powerwithin)ことであり、その実現のために様々なニーズが満たしていく (power

ω)必要があると指摘している。

以上より、ジェンダーにおけるエンパワーメントとは男女の不平等を解決し、既存のジェンダー関係

5 
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に変化を起こそうとする行動を指すと言える。

2-3 女性の組織化とヱンパワーメント

2-3-1 女性の組織化

組織化の機能には一般的に以下の 3点があげられる。 1つ目に、効率のための組織化である。多くの

人が集まることによって生産活動や資源調達が効率的に行われ、ひいては生産の向上に繋がるものであ

り「規模の経済Jの原理で説明できる機能である。 2つ目は、公正・エンパワーメントのための組織化

である。通常の社会関係の中では発言機会が与えられなかったり、経済的資源へのアクセスが与えられ

ない「社会的/経済的弱者Jが、団結しキ射殺を作ることによって自らの発言機会を確保し、その発言を聞

いてもらう可能性を高める為の組織化である。 3つ目は、開発援助の文脈での組織化の機能、つまり援

助の受け皿としての機能である。また、組織化するためには互いの信頼関係は必要不可欠なものである。

互いに信頼関係を結んで組織化していくという一面もある(佐藤2004)。

女性紐織はある目的を共有する集団であり、「女性j を対象とした『ターゲ、ットグループJでもある。

女性組織の場合、公正・エンパワーメントのため機能が大きい(佐藤2004)。それは女性という特定の集

団で構成されており、また日常生活で「社会的経済的弱者」とみなされることが多し、からである。モー

ザ (2∞4)は社会や世帯内で女性は男性に従属しているとb、う意識を持つことなど、同一のジェンダー
として関心を有することが、互いに協力する組織を形成するもとになっていると指摘する。コミュ二テ

イレベルの現地組織がその組織を構成する際、さまざまなグループが混ざり合っている方がよいか、あ

るいは別々になっている方が良いかは議論のあるところだ。主流団体のなかに統合される際、女性たち

は、しばしば隅のほうへ追いやられてしまい発言機会を与えられないことが多い。これを避けるために

は、女性グループを分けてつくる必要がある。また女性と男性は生活時聞が異なるため、同じ団体で活

動することは難しい。また、コミュ二ティの女性はほぼ同一の生活時聞を過ごしているという点で組織

しやすし叱また同ーの生活時聞を過ごしているという事は、感じるニーズも同一であることが多いと考

えられる。したがって、女性が他の女性と一緒にカを獲得することにつながりうると思われるプロジェ

クトで活動するとき、一人の女性が単独で行うよりもはるかに大きなことを成し得る。そしてネットワ

ークづくり、組織作りは女性の社会的、心理的、政治的なエンパワーメントの過程を強化することにつ

ながる。

一方、前節で説明したDAWNは女性組織を表2-1のように分類している。 DAWNは、この分類は

援助機関の視点で作られたもので=はなく、エンパワーメントの視点から作られているものだと主張して

いる (DAWN1985)。

原(1999)は、モーザの整理であると、政策アプローチとしてエンパワーメント・アプローチを含む活

動をしている女性組織(③労働者に基盤がある女性組織、⑤革の根の女性組織、⑥調査・研究を行う女

性粧織、組織連合体としての女性組織)は様々な制約を持っており、どのように克服するかも組織のエ

ンパワーメントの課題となると指摘する。また特に留意しなければならない点として、草の根の女性組

織の中でも、制度化された組織原理を持たず、権力や責任の所在が不明確である場合には、エンパワー

6ネノξール専門家、磯野昌子氏とのインタビューより。 (2∞8年7月)
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メントに必ずしもつながらないことが挙げられる。また原(1999)は、草の根の女性組織の構成員、目

的、組織化の理由、運営の仕方などによって、組織のメンバーとなった人々のエンパワーメントの内容

は多様であると指摘する。

表.2-1 DAWNの基準による女性組織の分類

DAWNによる女性
①サービス指向

②政党に関連し ③が労ある働者に謡館 ④外部主導型 ⑤草の横 ⑥鋼査・研究 ⑦組織連合
|組・の分煙 ている
主な政策7プ 公正。・福挫・貧 公定。・福祉・工

貧困償援 エンパワーメント
公正・エンパワ

エンパワーメント
ロチ

福祉 l困燈遁 ンパワーメント メント

国家レベル 国*.現地レベJ~ 現地レベル 現地レベル 現地・国家レベル
現地・国家・回廊

交渉のレベル 現地レベル
レベル

効率・能力開発 コスト分担・効率 能力開発・Zンパ
能力開発高い

エンパワーメント地元女性，加の
|もののまかでら低いも目的

コスト分担ー低い コスト分担ー低い
ー高い 一高い ワーメントー高い 一高い

福祉政策提供に
戦略的ジヱン

全員が女性労働
戦略的ジヱン

よる実際的ジエン
ダーヱーズを*

者の組織は女性
外部支援を得る ダー・エーズを漬

ぅi-・ニーズを満 たちにカをつけ 他の組織に役立
働会 いレベルまで満 ことをできる間は たす手段として実 動員力の強さ

たす。女性たちに
たす可能性があ

ることをめざす
存続する。 際的ジヱンダー・

つ鯛査研究

|組す織る，経験を提供 る。 |がを得、十に分くいなa資質 ニーズを満たす.

戦略的ジエン
男性中心の組合 参加度の少な 明確な組織構造

エリートの偏見 うfーニーズがよ
lま実際的ジェン

抑圧構造の分析
不+分怠資源. い、トップダウン の欠如，標題中

制約
トップダウン方 り大きな政治目

ダー・エーズより
が不足している.

都市の中産階級 の公正7プロー 心のため、持続
式、ジェンダー意 織に取り込まれ

も、生産を優先
組織的にもっとも

に個っている. チへ向かう恐れ 的な取り組みの
.がない. てしまう危険があ

する.
弱い.

がある. 欠如。
IDo 

出所)モーザ2003，pp264・265より抜粋

2-3-2 ネパールにおける女性組織

ネパールおける最初の女性組織は1916年に発足したrWomen'sCommittβJ (MahilaSam.iti)である。

その後、 30年余りの空白期を経て 1946年には rldealWomen's AssociationJ (AdarshMahilaSamaj)、

1947年には rNepalWomen's AssociationJ (Nepal MahilaSangha)など主として裕福な中産階級女性を

中心とした女性の組織化が見られるようになる(恒lapa1985)。

近代国家としてネパール王国の成立は1950年であり、その後1960年にマへンドラ国王がクーデター

で政権を掌握したあと導入されたパンチャーヤッ ト7体制は、政党活動を禁止し、議会の自律性を認めな

い国王親政であった。パンチャーヤット期(1962-199ωの女性の組織化は大別して、民主化運動と連動し

て女性の解放と男女平等を求める運動とパンチャーヤット体制を支えることを目的としたものと大きく

2つの動きに分かれ、双方とも都市部の高位カーストの女性が主な担い手だ、った。(伊藤1999)パンチャ

ーヤット体制のもとでは、 1963年に「ネパール女性機構J(Nepal Women's Organization)が車制裁され

た。また、もう一つの流れとして「母規クラブJ(Mother's Club)あるいは「母親グループJ(Mo仕ler's

groups)といった、 「母親Jの役割を強調するものも組織されている。

1975年にネパール政府は「小規模農民開発事業(SmallFarmer's Development Programme: S F D 

p)Jを農業開発銀行の支援の下、開始した。これはネノξール政府が全国的な貧困緩和事業として着手し

た初の事業であり、この事業を通じて低所得者層農村女性に対する無担保融資や、女性グループによる

起業活動への支援も始まった。しかし、事業自体は女性に限定するものではなかった。

1980年以降、ネパール政府は開発政策のなかにWIDを明示するようになり、 1982年には「農村女性

7パンチャーヤットとは評議機関の意で国王を頂点とし、園、県、郡、市町村レベルのパンチャーヤットを通して全
国を統一するという、中央集権的な機構であった。 1962年憲法で導入され、 1的O年まで続いた(石井1986)
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のための生産活動資金融資事業(ProductionCredit for Rural Women Project: P C RW)Jを開始した。

この事業はUNICEFの援助を受け、女性開発局が中心となり進められた。SFDP、PCRWは農

村において農業生産のために資金調達の手段、技術と知識普及の回路を確保すると同時に、農村女性に

対して集団での協同機会を提供し、将来予測、計画性、あるいは貯蓄といった開発適合的なハビトワス

の形成を促した。(伊藤1997)そして r1991年に民主憲法が発布されると、高カースト支配層に対抗す

る形で様々な民族の主権が主張されるようになり、民族ごとの組織が次々と誕生し、それまでは見られ

なかった低カ}ストや女性の団体など、抑圧されてきた人々による自発的な組織化が進んだ。J(磯野

2004 pp.93) 1994年になるとアジア開発銀行との協同事業として、 I女性のための小規模融資事業J

仙 .croCredit Project for Women: MC  PW)が開始した。MCPWは低所得層農村女性への支援事業で

あり、貧困女性の融資アクセス、研修、技術援助といった分野での活動を続けるとともに、新たな重点

分野として開発過程における自助集団の組織化と強化、ならびにNGOの活動の拡大とそのサービス内

容の質の向上をあげている。ネパールにおいては、女性のための活動をするNGOを支える女性たちは

ある程度の学置があり、相対的に裕福な階層であることが多いため、女性のニーズに合わないことがあ

る。8

2-4 エンパワーメントと教育

20ω年の国連ミレニアム宣言に、 ジェンダー平等の奨励と女性のエンパワーメントが目標として組み

込まれた。しかし、依然としてジェンダー不平等は存在したままである。結城 (2005)、菅野 (2∞3)
はジェンダー平等を達成するためには、女性のエンパワーメ ントは重要であり、識字や教育一般がそれ

自身に意識覚醒、エンパワーメントの効果があると指摘する。

3-2で挙げたStromq凶st(2003)は女性のエンパワーメントの特性として挙げた認識力、心理力、政治

的な力、経済力の4点は教育を通して促進させることができると指摘する。しかし、上村 (1999)によ

ると、学校教育では性役割を温存し再生産しているので、男女の平等は達成することはできないと示し、

Stromq司氏(1995)は、学校教育はエンパワーメントにとって不可欠の前提であってもその目標ではない

と指摘した。したがってノンフォーマル教育や成人教育などに焦点をあわせる必要がある。

Carolyn， Be凶na(1993)は女性に特化した内容の成人教育が女性のエンパワーメントのためには必要

であると示し、 Namtip(1995)は女性のエンパワーメントの際の教育のプログラムの内容を指摘してお

り、以下の 4点を挙げている。①ジェンダーの問題について学ぶ、②技術を身につける、③識字と基本

的な計算能力をつける、④プログラムをするときのカリキュラムの基準を作ることの4点である。

上村 (1999)は女性の変化は、知識の習得と心理的な変化に加えて、経済的、政治力の獲得とその行

使によってもたらされる社会構造の変革によって初めて達成されると指摘する。

以上から、エンパワーメントの際には教育のなかでもノンフォーマノレ教育または成人教育が効果的で

あり、その中身も識字教育などでの知識の習得だけではなく、経済的、政治力を獲得できるような、技

術の訓練やジェンダーについて学ぶ場も必要となってくるのである。

B青年海外協力隊としてネパールに派遣されている方からのインタビューより (2011年9月)
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3-1 分析デザイン

女性の自助組織がジェンダー意識変容に及ぼす影響

ーネノfーノレ、パタン市における質的調査一

本研究は定性調査を用いる。本研究での関心対象は、ネパール、パタン市における女性組織がどの

ような活動をしていればジェンダ一意識の変化が大きいのか、また女性のジェンダー意識の変容がど

のような過程で起こるのか、という点である。

本調査は2011年8月から 9月にかけての約 1ヵ月半、ネパールのラリットプル郡のパタン市の女

性組織を対象として、それぞれ女性組織のメンバーに行った。データ収集法としては、インタビュー

法を用い、女f鋭E織の年次大会にも参加した。インタピ、ュ一法については有意抽出法によって選ばれ

た女性組織のメンバーに行った。また女性組織を訪問し、年次大会9fこ参加することによって、女性組

織メンバー内での情報共有や意思統一をどのようにしているか、またメンバーの関係などを観察した。

3-2 データ収集方法

データ収集方法は、以下の 2点を用いた。 1点目は、インタビュー法である。有意抽出法によって抽

出された女性組織のメンバーに対して、半構造化インタビューを行った。女性組織で、行っている活動内

容や、女性組織に参加したことによって世帯内外での出来事や考え方に何か変化があったのか、それは

どのような変化だ、ったのか、などについて女性組織のメンバーに自由に語ってもらった。その際、ネパ

ール語と日本語の通訳を介して行い、インタビュー内容は許可を得た上でICレコーダーに録音した。収

集したインタビューの内容はすべてコンピューターに入力し、内容をカテゴリー別に整理した。

2点目は女性組織の年次大会への参加である。年次大会では女十生組織のメンバーが女性組織内で、どの

ように情報を共有しているか、また意思統ーをどのように行っているか、またどのような内容なのかを

観察し、その後、メンバーにインタビューを行った。

本論文はデータ収集方法についての限界として次の 2点が挙げられる。 1点目は、本論文の調査対象

者である女性組織のメンバーらは所属する女性組織のことをしっかりと把握しているメンバーを対象と

するため、活動委員会のメンバーを中心lこインタビ、ューを行った。彼女らは組織のコアメンバーで、あり、

積極的に組織に参加しているため、ジェンダー意識の変容がおきている可能性が高い。この限界を克服

するために、インタビューを通して深くその関係性を探ることが必要である。 2点目は、定性的なイン

タピ、ューで、あるため、和織活動に参加したことでジェンダ一意識が実際に変化したかどうかを組織に参

加前後で比較して検討することができない点である。この点を克服するためにインタビューを通してこ

れらを深く探る。

3-3 サンプリング法

調査対象地域はラリットプル郡パタン市である。パタン市は 22区 (ward)に分けられており、その

中の22区のうち20区を対象としている。他の2区は経済的に豊かな地域であるために女性組織がない

地域である。そのため今回は20区のみを調査した。

この地域を選択した理由として次の点が挙げられる。ネパールにおける女性組織は NGOが介入して

9年に1回行う女性組織の活動報告会。 3-3-1に詳細あり。
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いる場合が多く、その際 NGOのフアシリテーション能力によって異なる可能性がある。また女性のた

めの活動をする NGOは多い。しかし、必ずしも女性のニーズに対応しているとはいえない。 NGOを支

える女性たちはある程度の学歴があり、相対的に裕福な階層であることが多いためである(伊藤1997)。

したがって、今回の調査では自発的にできた女性組織を対象としている。パタン市で最初の女性組織は

1996年コミュニティ開発局 (CDS)が国内外のNGOの援助を得て、パタン市の貧困地区であった2つ

の区に作ったのがはじまりである。女性高断裁の養成事業は、 1999年のプログラムを最後に終了した。し

かし、その後も行政が作った女性組織の影響が残り、評判を聞きつけた女性たちが各地域で自発的に形

成した。パタン市で最初の女性組織は女性たちの中から自発的に誕生したのではなく、国際 NGOや行

政とb、う外部からの力があってできあがったのだが、パタン市の女性たちは内発的に各地でグループを

つくりだした。今回の女性組織は内発的に組織されているものを対象としているため、外部のカの影響

がなくできた組織である。

女性組織のメンバーのサンプリングについて、有意抽出法を用いた。なぜなら、女性組織の活動内容

や設立経緯についても知っている女性組織のメンバーを対象とするためである。本研究では女性組織の

組織活動に着目しているため、その内容について詳しく知っている女性組織のメンバーでなければなら

なかった。

今回、調査地域の選定に関しでも、限界がある。ネパールにおける女性のエンパワーメントはその地

域の社会、文化的影響を大きく受けるため、 P市の現状からネノξール全体を一般化することはできない。

この点を留意した上で、本研究をパタン市のケーススタディとして位置づけ、研究をすすめる。

3-3-1 パタン市における女性組織

今回の調査はパタン市における女性組織に所属している女性を対象にしている。どの女性組織も貯蓄、

貸出および、女性の能力向上、自立が目標として掲げられている。調査した女性組織は最低24人10から

組織されていて、各組織の中心メンバーとして活動委員会が 4~13 人(会長、副会長、秘書、会計など)

いる。メンバーはある一定の規定を満たし、市に登録してれば、市からトレーニングおよび補助金を受

けることができる。市の登録基準を表の3-1に示した。

表.3-1 パタン市における女性組織の登録基準

メンバーが最低30人

活動委員会を車断裁に設置

メンバー全員の名前、学歴、年齢、仕事が分かること11

出所)インタビューより筆者作成 (2011)

市役所は以上の 3点がそろえば、女性組織にトレーニング、の機会を提供する。このトレーニングは市

から提供することもあれば、女性組織から要望があったトレーニングを市が行うこともある。そして、

10パタン市における女性車郎裁の登録基準の条件として、メンバーが最低30人いなければならないが、 P市に一度登
録すれば登録解除は特にないため、 30人より少ない草射殺も存在する。
11仕事をしていない場合でも登録できる。
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年に 1回、女↑生岸射裁が活動報告(年次大会)をすると、その時の支援金として 4000Rsを女性組織は受

け取ることができる。この時、市役所の担当者も参加し、女性組織のモニタリングを行っている。また、

市役所は登録してある女性組織の中で最も活動的であった車脳裁に賞品や賞金も授与している。

表の3-2はインタビューした女性組織のメンバーの背景である。各地域から最低1人、計28人を抽

出した。

表.3-2 インタピ、ューした女性組織のメンバーの背景

役職 年齢(歳) 組織の参加年数 地区

女性A 会長 65 5 3区

女性B 副会長 61 8 3区

女性C メンバー 53 6 3区

女性D メンバー 31 4 3区

女性E メンバー 42 8 4区

女性F メンバー 42 7 4区

女性G 会計 31 11 5区

女性H 会長 50 12 6区

女性I 会計 40 12 7区

女性J 会長 56 6 8区

女性K 活動委員会 42 12 8区

女性L 活動委員会 50 13 9区

女性M 会計 38 7 9区

女性N 秘書 33 2 10区

女性0 メンバー 50 15 11区

女性P 秘書 38 11 12区

女性Q 会長 45 13 13区

女性R ぷコ=h圭ロ+ 36 11 13区

女性S メンバー 32 11 14区

女性T メンバー 35 5 14区

女性U 会長 55 11 15区

女性V 会計 40 3 16区

女性W メンバー 42 11 17区

女性X 会長 36 4 18区

女性Y 会計 37 10 19区

女性Z メンバー 52 8 20区

女性α 活動委員会 55 3 21区

女性8 会長 53 8 22区

出所)インタビュー調査より筆者作成 (2011)
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3-4 データ分析方法

3-4-1 概念枠組み

次頁の図 3-1に示された概念枠組みは、データの分析をする過程において指針となるものとして用い

るものである。本研究では図3-1の枠組みを採用する。

図.3-1 概念、枠組み

金融サービス

社会的活動

職業訓練

知臓・技術習得に

よる自己能力の向上

組織肉の相互作用・

社会関係資本の蓄積

女性の

自己決定力の強化

(ジエンダ}平等の期

出所)筆者作成 (2012)

まず最初に、ジェンダー意識の変化が起こるために女性が組織化し、学習機会を得ることが重要な理

由を探るために、女性組織の活動内容の中でも特に学習機会と関連する組織活動を探る。これは、例え

ば、職業訓練などの知識や技術を習得できる活動が挙げられる。そしてそれらの組織活動が女性のジェ

ンダ一意識の変化に影響しているのか、また影響する理由を探る。次に世帯内でジェンダ一意識の変化

を起こすために女性組織に必要な条件を探ってし、く。女十鈍E織自体による条件の他に組織活動にも注目

し、関係性を分析していく。最後に女性組織の組織活動とジェンダー意識の変化の関係について深く分

析していく。図 3-1で示したように、女性が組織を形成し、その中で金融サービス、社会的活動、職業

訓練などの所得創出活動や成人教育を行うことによってジェンダ一意識の変化がどのように起こるかを

みる。

3-4-2 分析枠組み

分析には以下 9つの指標を用いた。女性のジェンダー意識の変化について分析する際に必要となるも

のである。これらの指標は藤掛 (2003)Kabeer (2001)より筆者が作成した。

エンパワーメントの指標

1、世帯内外での発言力向上

2、女性のリーダーシップ

3、健康や権利に関する意識変容

12 
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4、女性の自己自信の獲得

5、夫、子供達の女性活動への応援

6、新たな活動目標の発見

7、女性の連帯

8、交渉力の向上

9、運営・資金管理の実施

以上の指標をもとにインタビュー調査の中から、関係するインタビ、ュー内容を抽出していった。

第4章結果およt燭察

4-1 女性組織の活動内容

女性組織の活動内容は多岐に渡るが、表4-1のように女性組織の活動内容を分類した。

表.4-1 女性組織の組織活動の分類

カテゴリー 活動内容

1 貯蓄、貸出

2 貯蓄、貸出、定期的な活動

3 貯蓄、貸出、市役所のトレーニング‘

4 貯蓄、貸出、市役所のトレーニング、組織独自の活動

出所)調査より筆者作成 (2011)

活動内容の詳細を以下に記す。

① 貯蓄、貸出:毎月、女性車射殺が組織ごとに金額 (100~200Rs)を決めて貯蓄を行う。また、貸

出も行っており、女性組織のメンバーで、あれば、資金を必要な時に借りることもできる。(女性

組織の活動委員会、または会長の承認が必要)通常、重良行で借りるより利子が低く、無担保で借

りることができることが特徴である。

② 定期的な活動:定期的に行われる地域の掃除や宗教行事、遠足12を指す。

③ 各種トレーニング:市役所が提供しているトレーニングプログラム

例) 漬物の作り方、洗剤の作り方、会計のトレーニング、スピーチのトレーニング、識字教室

④組織独自の活動:女性組織が独自で行っているトレーニング、女性組織が経営している日用雑貨、

クルタの生地(ネパールの民族衣装)の庖

市役所のトレーニング、と女性組織独自のトレーニングの内容は、ほぼ同じであるが、女性組織独自のト

レーニング、は女性組織が独自で、行っているため自発性が高いと言える。そのため今回は活動を分けてい

る。

12ネパールで、は家族、および親威、または女性組織などでケータリングを持ち、遠出する習慣があ

る
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また、表4-2でそれぞれの女性がどのような組織活動を行ったかを分類した。

表.4-2 組織ごとの活動内容の分類表

組織活動1 C，F 

組織活動2 D，H 

組織活動3 E，L，M，N，O，T，W，X，Z 

組織活動4 A，B，G，I，J，K，P，Q，R，S，U，V，Y，a，B 

出所)調査より筆者作成 (2011)

この表からは、ほとんどの女性が組織活動3または4を行っている女性組織に所属していることが分か

る。組織活動3、4では市役所のトレーニング及び女性組織虫自のトレーニング、が含まれ、実生活に役立

つものから、女性の教育レベルを上げるものなど教育的役割を果たすものまでが多く含まれている。

4-2 女性のエンパワーメント

研究概念図で使用したエンパワーメントの指標を元にそれぞれの女性がどのような部分でエンパワー

メントされたかを調べた。表4-3はどの分野で、エンパワーメントされたかを表しているものである。イ

ンタビュー結果をもとにそれぞれの指標にあてはまるものを抽出していった。以下に、各指標別の調査

結果を述べる。

4-2-1 世帯内外での発言力の向上

家族jご波lJIjや理綜:t-dす{jことがでま{jJ:クになっ1士。(ム会長)

豆地溜離のメンパ-{ご次{ji!íJ/;t，みんと公の厳て滞すことかヤまでと公かったが;メンパ司-1，ごなった~/;t、

訴すごとがでe-{jJ: ク Jごと公つfを L、$&厚と?と.のIQ;v はのぷずでbM-rごとがて~e-{jJ: ク iごと公った。 (B ，

副会長)

級獄後jご歩VJpす{j)肪';t.必ずJがLぐで遊底Lで話すごとがで&4:;j>った;j;:、起厳jご参VJp~t=~/;tijfす

ごとか‘で&{jJ::31，ごと会った。 (N，秘書)

女性組織に参加した当初は、ほとんどの女性組織のメンバーが自分たちの車封殺のメン

ノ〈ーの前でも自己紹介できなかったが、女性組織での活動を通して次第に女性自身が

発言力を向上させていることが伺える。

4-2-2 女性のリーダーシップ

組離jご参VJP~だことに。tつで、家のがに?でいδいδ次ノÆ.. I，ご会ク離岩手';j;'fI;:tたことによっで、 /liJ1J の

3合住ぎか積極助になっでb、ぐの:t-Aで、 8分6寝泊E助jご紛ぐ。tクjごと公った'0v 、ろい6.. ザV1でv1{jt=め、

血縁の互会長にならなLゆみとLづ話';j;iiJでv1{jo (α，活動委員会)

女性組織に参加後、周囲からの影響もあり、女性自身のリーダーシップ能力が向上したことが伺える。
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ーネノfーノレ、パタン市における質的調査一

4-2-3 健康や権利に関する意識変化

迫害庚についての井レーニングヨ子クグニyクと一離に庁ク。tクjご凌った。 (G，会計)

fr;危泡般に参加L で結VJf(子Zのごと、 fiiB、 fJ.:t:-~'3 ご ζりや件イレのあとZ尉で手話~~クごとぎ子

学ん芯 (L，活動委員会)

女性組織のトレーニングを通じて健康に関する意識が変化していることが伺える。

4-2-4 女性の自己自信の獲得

a寄与主義宣ぎに参VJP L-たおかげで8分の~iJíJ;;j';iNア-3J: ク jごと'ttJ、量子誌なと万i諒め-3J:'31.ご4会ったごとで

8震がついた。 (E，メンバー)

成字者室で文字至子学んだ、ごとによク、ずインがで#-3J:クjご。夕、よき7e編み多舎の仕事'f/.ごめ設立つよ'3/.ご

。夕、 EJfg;;jJ、ついた。 (0，メンバー)

Uf;If α~、減数、ジナAáé'、、のf学ク広j を'1fnごつJプ-3ごとがでま、 ÉJfg;;jJ、つL吃。 (8，メンバー)

女性車脳畿のトレーニング、を通じ、知識または技術を身につけることにより、女性自身が自信をつけてい

ることが伺える。

4-2-5 夫、子供達の女性活動への関心

家渡0J濯掃のことを連解Lでぐれで:fr:必趨離の王子緩や涯厚手jご時局fJ.:t:-釘ぐことがでま-3J:クjご凌った。よ吉

之、会議の時jご家事宮がでまとれ亡e.:t:-J!l綜Lでぐれ-3J:クjごと公った。 (Q，会長)

.f!.ss"f.J ÉJjゲ-;;j;'いいごと段位調紡ご参加Lで会圧にlifmで#-3ゑ域安否子学ノしだ:~芝府案のノAだちにM1J

Jウす-3J:クjごと公つがをLでL唱Zとめ、必搬活弱jご参VJpす-3ごとに芳成Lでぐれた。 (U，女性)

溜俊彦般に参VJPL-、夫).7;:溜緩/苦巌jご器移L、11J;ウLでぐれ-3J:タになグ、ご飯や兵i茶の局言r..:t:-o分です
-3J:クになった。 (Z，メンバー)

女性の家族が女性の組織参加への理解が上記から伺うことができる。これは他の女性の発言から、女性

が女性組織の活動に参加し、そこで学んだことを家族と共有することにより、家族が女性の組織活動に

関心を示していることが言えるであろう。

4-2-6 新たな活動目標の発見

E窃tの仕事宮のなV1女泣吉道jご仕事事をあげたハ ~lél;t夫婦で工場.:t:-，府彦、そこで仕事Fのとれ世佐ぎに仕

事事者~ihlj'lを b せ考';t でい-30 (X，会長)

求パーノ'v.:t:-ifi<!LL-で、 7 ・プアyア"13の賞金.:t:-J繁めたv'と考';tでvl-3o (P，秘書)

女性が組織活動を通じて、自分自身の知識や技術を向上させ、家族からの組織参加への理解も得られた

ことによって、更なる活動を行いたいと思う意欲が高まり、新たな活動内容を見つけていっていること

13ネワール語で女性グループをさす
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が伺える。

4-2-7 女性の連帯

.fr:経細緩jζt方局L で~ '-3ノペの美:zi;定返事宮4tでごぐなっ定時、 tfJカLでパンク14?f-.庁ハF虫歯r.i金をめらっ
た。 15(U，会長)

必搬に多加す6厨I:tÉl分のごとだげ考乏で三笠話LでL 吃zi;~ 今l:t一帯jごtJ/j;ウLで点lilt にEつでL 唱

ごとをJ続発す-31::3になっλ士。 (H，会長)

女性が車脳議活動に参加し、メンバーとの交流を深めることによって、連帯意識を高めていることが伺え

る。これらは女性自身の周りで起こる問題を解決していることにもつながっている。

4-2-8 資金管理、運営の実施

;;J ntJ l:t.to盆'zi浮 Jごλ-3とすぐγご6ぎつれ吃点必誠jご参V;nL-で会iF初井 L〆ーエングを5きJプJと袋、 Jち金
?f-JIデめ-31:クになっ1.:0 (I，会計)

趨離Jご歩V;nL-I.:~筆、 井 vーニングやプログアAのI~g，のtt才かヌナ'zil-31:ク jごと公グ、 でさ-31:クjごと会っ

た。 (R，会計)

女性が組織に参加し、貯蓄、貸出の活動やトレーニングをうけることによって、女性自身が資金管理や

組織運営などの能力を向上させていることが伺える。

4-2-9 問題発見、解決能力の向上

.fr:倒Z織のミーティング1ごメンバーzi;楽』きられ吃め、ミ?ーテインク''tDE ?f-~.:t-3 ことに L-I.:o (J，会

長)

家事Fや'ßjJß，の周底て~J.æ綬冴S替の時滞をつぐ-3ことzi;'できが川が動吃め、女経溜揚診で厨'f1ff?f-A慨す

-3ムL〆ーニンク1やア'ロググA?f-庁クJクになった。 (B，会長)

4-2一7とも関連し、女性が組織に参加することによって、連帯を高めたことによって、女性の周りで何

か問題が起きた時に、周りと協力して、問題を解決していることが伺える。

表 4-3から分かるように女性C，Dはエンパワーメントされてないことがいえる。また女性F，Tも資

金管理、運営のみの実施で他の項目でエンパワーメントされているとは言い難い。一方、この 4人以外

の女性は女性の連帯、女性の自己自信の獲得の面において自信を獲得したとのインタビュー内容を得た。

これらの結果をもとにして次の節では女性の考え方、能力、行動の3点に焦点を当てて見ていく。

14パンダ :ストライキのこと

15現在、ネパールで、は交通事故で亡くなった時、賠償金を求めないと賠償金をもらえなかったり、

もらえる金額が少ないことがある。
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4-3 女性組織の活動内容と女性自身の変化

表4-4はインタビュー調査をもとにインタビューした女性の考え方、能力、行動の変化である。

表.4-4 インタビューした女性の考え方、能力、行動の変化

名前 考え方 能力 行動

A O O 

B O 

C 

D 

E O 

F 

G O O 

H O O 

I O O O 

J O O 

K O O O 

L O O 

M O O 

N O O O 

O O O 

P O 

Q O O 

R O O 

S O O 

T 

U O 

V O O 

w O 

X O O 

Y O 

Z O O O 

α O O 

8 O O O 

出所)調査より筆者作成 (2011)

ほぽ、すべての女性自身の考え方、能力、行動に変化がでている。他方、活動内容と女性の変化につい
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ーネノξーノレ、パタン市における質的調査一

て見てみると、変化がでている車邸畿の活動は活動3(貯蓄、貸出、市役所のトレーニング)、または4(貯

蓄、貸出、市役所のトレーニング、車脳毅独自の活動)の時である。

4-3-1 女性の考え方の変化

fr.悠溜緩0'ら.Io:金をすぐに(ftIJ {)ことがでま、家反jご 6貸すことがで'~{)lをめ、家肢を支x{) ごとが

で~I=o (G，会計)

ぶO!iJf:t家のcpにいたのでliif'l>分からと公」がったが;がのごとか;t;が{)j;:3になった。 (1，会計)

溜持者でgったことl-:象旋JごIf;{{)ごとがでぎた、ぞLで家政6告をぶごとがでまた。(L，活動委員会)

UI統音Ë'~すにつIt{) ごとがでさ、 É!($7JょっL 叱。 (8，メンバー)

4-3-2 女性の能力の向上

~反jご説/!flや遼綜さË'ð営{)ごとができ {)j; ク Jごと公っ九(ム会長)

若すときに考乏でJがら5eiiす{)j;クjごと公った。 (B，副会長)

成ヲE髪室jご歩1JPL-1とごとに。tつで、文字が寄アI=IJ、lJtiJ.う{)j;タjご4会った。 (E，メ

ンパー)

Uth苧'4:，冴jごかす{)j芳成0;.:拶xl=o (K活動委員会)

4-3-3 女性の行動範囲の拡大

がに11J7J'1ア{)とさは、交のsJJJl，の非再7之が必要であったが iibl;tぐでかり{)j;:3

jごと公夕、冴巌>{;$[{，めでぐれた。 (1，会計)

がにIif{) ζ':~/;t，、芳佐と一績に庁鍛L で~ \だ点 lÁ でガ却で~{)j;:31，ごI;tった。(1(，活動委員会)

以上の表 4-2、4-3、4-4の結果から組織活動に参加することで、学習機会を得ることによって、女

性が技術を身につけることにより自信がつき、また家族を支えることができているという自信につなが

ることが伺える。また、身に付いた技術を家族と共有していくことにより、家族も女性の組織活動につ

いて、制約を与えないという結果がでている。女性の考え方の変化または能力の向上によって、行動の

拡大が起きていることがわかる。

4-3-4 変化のなかった女性

ここで、注目したいのは全く変化のなかった女性C、D、F、Tの女性である。表 4-5ではこれらの

女性が参加している女性組織の活動内容に注目している。

表4-5によると、女性D以外は学習機会を得る活動を行っていない。車断裁がお金を集めるだけの目的

になってしまっているため、そこから何かを学んだり、力をつけたりしたことがなかったことが、イン

タビューより伺えた。またインタビューをしたところ、女性Dはもともと教育歴があり(マスターを取

得している)、高射哉の中で活動や組織の方針に対してアドバイスをしたりする役割になっていた。しかし、

アドバイスをするが聞き入れてもらえないことが多いことから、組織に対して興味を失っていた。その

ため、組織に参加していたが意識変化がなかったと考えることができる。
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表.4-5 変化のなかった女性が所属する女十封射哉の活動内容

C 貯蓄、貸出、宗教行事、遠足

D 貯蓄、貸出、宗教行事、市からのトレーニング‘

F 貯蓄、貸出

T 貯蓄、貸出

出所)調査より筆者作成 (2011)

4-4カースト

4-4-1 カーストと意識変化

カーストが混在している組織は民族も混在しているため、言語の問題があり、意思統一に支障をきたす

ことがある。また、民族によっても性格が異なるため、ミーティングの場が円滑に行われない場合があ

ることが以下のインタビューより伺える。

L 喧vl-!>~fi!，Û;穿;ð，泥ダク、民反Jご。tつで並重品事，;j.i案。Õl士玖 Jéii~ でVlJ.Î;' V lメンバーが lÕo ポクー

ノル8む:jj手f:tj宮ii~ でL 唱。 (D，メンバー)

話す5震か実J.I;'olをめ震ii!JUt-，ぷ難u、ことが、'J;Oo (N，秘書)

表の4-5では女性組織が単一カースト(同じカースト)で構成されている組織なの

か、それとも複数カースト(異なるカースト)で構成されている組織なのか女性が所

属している組織ごとに分けた。

表.4-5 女性組織とカースト

単一カースト
A、B、E、G、H、I、J、K、L、M、O、P、Q、S、uv、W、Y、
Z 、α

複数カースト C 、D、F、N、R、T、X、。

出所)調査より筆者作成 ω011)

また、表4-6では表4-4をもとに、複数カーストで構成されている女性組織の女性に変化があるかどう

かを表にした。

表.4-6 複数カーストの女性組織と女性の変化

目変化がなかった刻生 Ic、D、F、T

変化あった女性 N、R、X、8

出所)調査より筆者作成 (2011)

変化がなかった女性の所属する組織は組織活動が活発に行われていないと 4-3-4から言える。
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表.4-7 変化があった混合カーストの女性組織の特徴

N 組織の結束力が強い(車でひかれて亡くなった人のために組織で賠償金求めた)

R 組織が活発(独自のトレーニング‘している)

X 会長にリーダーシップがある。

s16 会長のリーダーシップカがある、組織の結束力が強い、組織が活発(独自のトレーニングして

いる)

出所)調査より筆者作成 (2011)

変化があった女性N、R、X、3の所属する車脳哉の特徴を前頁、表4-7にまとめた。

表 4-7を見ると組織が活発に活動している、または会長のリーダーシップが強いために複数カーストで

あるにもかかわらず、女性に意識の変化が起きていると言える。

4-4-2 カーストと車郎裁活動

表4-6では単一カーストと複数カーストにおける車脳哉活動との関係を比較している。単一のカースト

で組織されている場合のほうが車郎裁活動の内容に関わらず、変容が起きている。一方、カーストが混在

している場合は組織活動に教育的な要素を含む活動を含んでいる場合、変容が起きるといえる。

表.4-8 カーストと組織活動における女性自身の変化

単一カースト

複数カースト

4-5 女性の怠蹄変化の過程

出所)調査より筆者作成 (2011)

多くの女性が組織活動を通して、新たな知識や技術を獲得したことにより自信を獲得したことが以上

の結果より明らかlこなった。女性が自信を獲得するに至った経緯を以下のインタビュー結果よりみてい

く。

組雄主fl.習に参1.Jp1..-- 7とごとによっで経rRRタtf5L.がでさ-3J: クになク、夫を蔚らなぐですtJ'J: ラ jご~IJ ~き

1..--1::.。よ吉f士、 fn，誠6牟孝之、濯機冴紛で学んだ三とをご'tiiff，のやで'&JIででbぜ大 fl"tJ;tf'f. #ili! #1-昔、で

#i:A-Ii!，いよ'=IJ、 井イレの~/:tEtf婦で'.:pさr-ìftったグヂ'--3ごとで丈これらのこと:Æ-.家旋jご星空x -3ごとる

できたムよ吉1を象旋6学ぶことができ;t1..--1::.0 (L，活動委員会)

16 sが所属する女性組織はインタビューの他に年次大会にも参加したのだが、一番活発な女性*ru裁であり、市役所か
ら表彰を受けていた。また、メンバー達もとても仲がよく、カーストが混在している組織であったが、差別は見ら
れなかった。
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必縦長fjザjご参府す-3ごとに1:つで蔚均t-?i)尉やE併石厳のf学夕方l-.定之、ぞれらを生冴のやで実療に絞

っでL明。 (Jij;tlf.洗濯 tKl!ff，彦、ぷ」井/ずイ、/r{fl-.掃燥す-3eさであ-30 .;吉1士、経誠'lifjザ参加'~‘

必搬冴S脅かあ-3e t!1;t，、美/;tE!分でご1$'や£壌の尻震をす-31:クになった。 (Z，メンバー)

彼女達にインタビューを行った際、彼女たちの夫も近くに同席(インタビュー場所が自宅や旦那さん

と共にインタビ、ュー者が外出中だったため)していたのだが、旦那さんに遠慮、することなく、いきいき

とインタビューに回答していた。

これらのインタビュー結果より、女性が経済的自立をしたこと、そして女性が組織活動に参加したこ

とにより自己自信を獲得し、さらに身につけた技術を家族と共有することによって、家族から車脳裁参加

の理解を得るまでに至ったといえる。

4-6 考察

以上の結果より、本研究でのリサーチクェスチョンを検討していく。まず、リサーチクェスチョン1

の fジェンダ一意識の変化が起こるために女性が組織化し、学習機会を得ることが、なぜ重要なのかj

についてであるが、女性が市役所や女性組織独自のトレーニングを行うことによって、学習機会を得、

そして技術を身につけることにより女性自身が自信を獲得していく。また家族を支えることができてい

るという自信にもつながっていくと言える。貯蓄するだけではなく、それをもとに技術を身につけて、

所得を創出するものにつなげていくことが、より一層女性の自己決定カや自立性を向上させ、エンパワ

ーメント・プロセスに重要な役割を果たしている。このことはKabeer(2001)のパングラディッシュ

における調査や佐藤他 (1999)がネパール農村で行った調査でも指摘されていることである。

次にリサーチクェスチョン2の「世帯内でのジェンダー意識の変化を起こすために女性組織に必要な条

件とは何かJとし、う聞いについてであるが、これは貸出、貯蓄の他に学習機会を得る活動が重要である。

女性達が経済力をつけることで生活の安定化と直結し、女性のみならず家族全員が，恩恵を受けることに

なる。学習機会も生活に直結するものから識字などの幅広い活動が有効であると言える。これらが世帯

内でのジェンダー意識の変化につながっていくのである。そして組織活動参加後に夫や家族との関係が

良好になっている。このことは小金津他 (2006)が南インド、て場行った調査でも報告されている。また、

ネパールの場合、カースト、民族ごとに組織が形成されている場合が多く、言語や性格の面において意

思統一しやすく、組織活動が円滑に進むとし、う側面もある。

最後にリサーチクェスチョン3の「女性のジェンダ一意識の変容は女性が組織を形成することによっ

て、どのように起こるのかj という問いであるが、女性が参加した車回裁活動が、経済効果以外に家族へ

新しい技術や知識の伝授とし、う形で恩恵を与え、また組織活動で得たことを女性が家族と共有、協力で

きるということが、家族からの組織参加の理解を促すと言える。組織内での貯蓄、貸出、女性を対象と

した成人教育、生産活動といった行動を通し、女性そして家族の意識は変容していく。

これらは藤掛 (2003)が指摘するように、女性たちの活動が世帯所得に貢献したり、地域に有益なこ

とが分かると最初は反対していた男性達が賛成の態度をとり、女性の活動が男性に敵対するものではな

く、むしろコミュニティ開発をサポートしていることが分かると、女性組織に対して、男性からの積極

的な評価が行われるためであろう。
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以上、女性の世帯内でのジェンダ一意識の変化には女性組織が必要となり、組織活動の中に教育的な

活動を含んでいることが重要であることがネパールにおける一事例として明らかになった。

第5司E 今後の展望と課題

5-1 今後の展望

以上のように女性がエンパワーメントされるためには、女性の車断裁化および組織活動の中の教育活動

が重要な要素になることが明らかになった。女性は組織を作りその中で車脳裁活動を行うことで連帯する。

そして、貯蓄や所得を創出する活動を行い女性の経済的自立へとつながり、またトレーニングなどのプ

ログラムを行うことで自己自信を獲得していく。女性は自分たちの状態を把握し、自分に必要だと思う

能力を各自、判断し身につけていくことが言える。

国際社会でも言われているように、女性のエンパワーメントのためには、まずは世帯内でのジェンダ

一意識の変化や構造の変化が不可欠である。社会や文化によって、その土地に根付いているジェンダー

観や男女の権力構造一それは多くの地域で性別役割分業などのように、女性を家の中に縛りつける-の

変革に、女性の組織化は大きな役割を果たしていく。文化として女性も男性も当たり前だと感じている

ジェンダー観が、女性が組織活動を行うことによって徐々に変革されていくことで、新しく平等なジェ

ンダ一関係が構築される。またネノξールの場合、女性のエンパワーメントとカーストの関係性は大きい

と言える。

今後は上記の男女聞の権力構造およびカーストにも焦点をあてて研究していく必要性がある。また女

性が組織活動を通してそのように社会化されていくかとし、う理論的な研究も必要である。

女性の状況が改善されるには、女性がエンパワーメントされるだけでは十分とはいえない。女性の自

己自信の獲得も重要であるが、周りが共に支援をし、共に変革していかなければ女性が真にエンパワー

メントされたとは言えないであろう。女性のみに焦点を当てるのではなく、その女性の社会的・文化的

背景も考慮し、女性の家族を巻き込みながら女性の状況が改善していくことを期待する。

5-2 本研究の限界と課題

本研究では、インタビュー者が女性組織に参加していた女性に限定したため、女性の主観で判断した

変化のみ見ることができた。これは、第 3者の客観的な視点が入っていないため、データがしっかりと

とれていたとは言い難い。また、女性組織に対して参与観察をするまでにはいたらなかった点も挙げら

れる。定性調査を用いて、女性組織または女性自身について深く調査していかなければ、本当にエンパ

ワーメントされたかどうかを判断することができない。また、今回エンパワーメントだけに焦点、を当て

てしまい、組織活動が女性にどのような教育的な影響を与えていたかどうかまで、調査することができ

なかった。しかし、組織活動の内容が女性に大きな影響を与えていることが今回の調査で分かったため、

組織における社会化のように理論的な研究をしていく必要がある。

今後は以上述べた2点についてより詳しく調査を重ねていく次第である。
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τ'he.Effec旬 ofForm.ing Women's Self-Help Groups on Transformation 
of Gender Awareness血Nepal:A Qualitative Study in Patan-City 

NozomiSATO 

Abstract 

The aim of this paper is to explore the pro伺 ssof women's empowerment when they form 掲げ~help

groups to improve the status of women， and also investigate what kind of self-help group(SHG) activities 

e仔町tivelyimprove their status. 

The popula恥 nofNepal∞mp同時sdiverse ethnic minorities and ∞mpli国 t剖但stegroups. In rnost 
Nepali∞mmunities， gender inequality has been unive隠allyobserved， where for instan偲 womenhave had 
less politi但 1power， a restricted right to possess wealth， and fewer oppo巾 nitiesto aα溺 seducation and 

health services. In Nepal， the陪fore，it is a big 凶 allengefor women to es伺 pefrom such a discriminatory 

s也知s

To prevent gender discrimination， on the other hand， it has been increasingly recognized that improving 

the status of women is indispensable， which has a high potential to ∞ntributeto social and economic 
developmenl A num回rof studies suggest that forming women's SHGs and re偲 ivingadult edu伺恥nhave

the potential to enhance gender transformation， par世ωlarlytransformation of awareness of gender-related 

Issues. 

This study， to examine the effectiveness ofwomen's SHG activities in Nepal， utilizes fa偲 tofa偲

interviews using semトS飢Jcturedquestionna胎sto the leader and members of WOIT裕 n'sSHGs， and al釦

involves pa附cipantob舘 rva百飢 20wards in Pa匂n屯ity，Kathmandu， were selected for this study. 

The main findings of this study are that activities of women's SHGs∞mprise 1) securing access to 
1inancial servi僧 ssuch as saving and lending， 2) pa柑cipatingin s∞ial activities su凶 asregular group 
meetings among wo町、en，and 3) providingα:cupational trainings to group members. Thro咽hthese activities， 

women∞ulda珂ωrenew skills and knowledge， and ∞uld improve鵠耐'elian伺 andstrengthen their 
伺 pabilityin decision making. In addition， by sharing these skills and knowledge， women ∞uld reinfor，偲
mutual reliance with their family members. 
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